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 沖縄社民党推薦  

 
itokazu-takako.com 

城間幹子市長を支えて頑張ります！

　1968年那覇市識名生れ。中学校教師の両親の第一子

として誕生。父は久米島出身の糸数幸祐、母は伊江島出

身の糸数喜代子（旧姓高里）。
　

　浦添中学校、興南高校、琉球大学法文学部史学科卒

業。ソフトウェア会社に勤務の後、妊娠を期に退職。

　１997～2005年、那覇市議（当時） 高里鈴代 氏の主

宰する「すぺーす・結」の専従。「基地・軍隊を許さな

い行動する女たちの会」事務局。1998年から子どもへ

の暴力防止活動（NPO法人おきなわＣＡＰセンター元事

務局長）。2000年にジェンダー平等で安全な社会づく

りを目的に「ＷＥぷらんにんぐ」を設立し、講座やイベ

ントの企画運営など。2016年～2018年「沖縄タイムス

と読者委員会」委員。
　

　夫婦別姓で事実婚の夫　新垣栄との間に子どもが3人。

那覇市議の宮平のり子の姪。
　

　著書『糸数家の人々』、共著『窓をあければ 暮らしの

中のジェンダー話』（ボーダーインク）。
　

　その他、珊瑚舎スコーレ平和学講師、琉球新報の配達

＆集金、昭和薬科大学付属高校で総合学習非常勤講

師、八重瀬町広報担当及び社会教育指導員など。

糸数たかこ
とのびやかな社会を
つくる会

女性がのびやかに！
差別につながる制度や慣習を見直し、SDGs（持続

可能な開発目標）の最重要課題であるジェンダー

平等な社会。

こどもがすこやかに！
こどもの人権が守られ、こどもたちの意見を反映で

きる社会、こどもたちがすこやかに暮らす社会。

ひとりひとりに向き合う福祉
不安でいっぱいなときに、１人でかかえなくていい、

悩んでいる人を孤立させない社会。ひとりひとりの

希望に向き合う制度、福祉の充実。

こどもにもおとなにも教育機会を
不登校の子も学校に通う子も、等しく学べる教育機

会の保障。おとなになっても学び直しができる夜間

中学校の制度や生涯学習、職業訓練教育の充実。

歴史を見つめ、文化・芸能の振興と保存を！
市政100周年を機に那覇市の歴史を再検証。「那覇

文化芸術劇場なはーと」を中心にした街づくり。

持続可能な観光と環境の実現
オーバーツーリズムによる住民生活への負担を減ら

し、SDGsのかかげる温暖化防止、環境保全に取組む。

生活者目線での魅力ある環境産業の創出を支援。

命を守る安全で安心な街
憲法９条を守る。防災行政の充実。辺野古新基地建

設に反対！

糸数たかこ
とのびやかな社会を
つくる会

糸数たかこのめざすもの

糸数貴子



 

 

伊是名 夏子 高里 鈴代 

糸数たかことのびやかな社会をつくる会 
 

住所： 那覇市長田２丁目２３番３号 

電話： ０９８－９９６－１３３９ 

ＦＡＸ： ０９８－９９６－１３２２ 

ｍａｉｌ： itokazu.takako@space-yui.coｍ

ＨＰ：  「糸数たかことのびやかな社会をつくる会」 

新垣 並生 

 後援会長 

糸数たかこ さんを 

私たちも 

応援しています 

新城 和博 

強姦救援センター・沖縄代表 

基地・軍隊を許さない行動する女たちの会 

共同代表 

1989 年から 2004 年まで 4 期 15 年 

那覇市議会議員を務める 

助産師 

糸数たかこ娘（長女） 

コラムニスト。社民党常任幹事。骨が折れ

やすい障害｢骨形成不全症｣のため、電動車

いすを使用。パートナーと 7 歳、5 歳の子ど

もの 4 人暮らし。家事や育児を総勢 15 人の

ヘルパーと共に奮闘中。著書『ママは身長

100cm』（ハフポストブックス／ディスカヴ

ァー・トゥエンティワン）。 

（内部資料） 

　私は、暴力（武力紛争、ＤＶ、レイプ、いじめ、

虐待、そして環境破壊や汚染、経済搾取や権力支配）

のない平和な社会をつくりたいと、ずっと願ってきま

した。その想いを共有する仲間の一人が糸数たかこさ

んです。周囲の声に耳を傾け、一緒に考え、しっか

りと発信していくたかこさんは、信頼できる仲間です。

たかこさんと一緒に、暴力のない、誰もがのびやかに

暮らせる社会をめざしませんか。私たち一人一人が仲

間とつながることで、社会を変える力を生み出すこと

ができます。たかこさんを議会へおくりだしましょう。

  糸数たかこさんはもっとも信頼している友人のひと

りです。もともとは、妻のマタニティー仲間というか、

おなじころに初めての子育てが始まるということで、

家族ぐるみのつきあいをしていました。そしておも

しろい文章を書くよという妻のすすめで、ぼくが編

集をしていた雑誌にエッセイの連載もしてもらいま

した。普通の暮らしのなかで感じていた、親子のこと、

夫婦のこと、子どものこと、そして基地問題など沖縄

社会のあれこれを、表裏のないユーモアあふれる筆致

で書かれた爆笑エッセイは、その後『糸数家の人び

と』という本になりました。ジェンダー問題や、夫婦

別姓、性教育、子どもの安全を守ることなど、日々暮

らしていくうえで必要な視点を、たくさんの仲間と、

真剣に、そしてユーモアをもって語り合うことは、

風通しの良い社会を作るためにとても大事なこと。

それをいろんな仕事や社会活動を通して、さりげなく

続けてきた糸数たかこさんの姿にはずっと共感してい

たし、実は勇気づけられてもいました。女性議員が増え

るということは、私たちの社会がよりよく変わるとい

う指針のひとつです。まずは私たちの住む那覇から、

糸数たかこさんを応援することで実現していけたら、

こんなにおもしろいことはないと思います。

 たかこさんとは、お互いの話を聞き合う会で、10年

以上も前に出会いました。子どものこと、パート

ナーシップ、夫婦別姓、性教育、沖縄のことをはじ

め、生きるつらさや楽しさなど、たくさんのことを

語り合いました。芯があり、困っている人に寄り添

い続け、時には人を頼ることが「できる」彼女の生

き方は、いろいろな人の生きやすさにつながります。

 困っている人の声を救いあげ、一緒に考え、動く彼

女は信頼度１２０%。

 楽しみながら、でも時には涙を流しながら、一緒に

住みやすい那覇市を作っていきましょう！

  糸数たかこは私の母です。母と父は事実婚の夫婦別

姓なので、私と母はずっと名字が違いました。それで

も母は母だし、家族は家族です。子どもの頃、母が絵

本を使って性教育をしてくれたこと、妹の出産に立ち

会わせてくれたこと、私が助産師になったのは、母の

影響がとても大きいです。いろんな仕事をしてきた母

ですが、新たな挑戦はみなさんの声を届ける仕事。

聴き上手な母にぴったりなような気がしています。

娘として、助産師として応援したいです。

編集者。那覇出身。沖縄の出版社「ボーダ

ーインク」で数多くの出版物に携わる。

ライターとして沖縄にまつわるあれこれを

コラム、エッセイとして発表。

著書に『ぼくの沖縄＜復帰後＞史プラス』

『ぼくの〈那覇まち〉放浪記』など


